K の 昇天 

—— 或は K の 溺死 
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お 手紙に よります と、 あなた は K 君の 溺死に ついて、 

それが 過失だった ろうか、 自殺だった ろうか、 自殺な 

らば、 それが 何に 原因して いるの だろう、 あるいは 不 

治の 病 を はかなんで 死んだ ので はなかろう かと 様 さま 

に 思い悩んで いられる ようであります。 そして わずか 

一 と 月 ほどの 間に、 あの 療養 地の N 海岸で 偶然に も、 

K 君と 相識った というよ うな、 一面識 もない 私に お 手 

紙 をく ださる ようにな つたの だと 思います。 私 は あな 

たのお 手紙で はじめて K 君の 彼 地での 溺死 を 知った の 

です。 私 はたい そうお どろき ました。 と 同時に 「K 君 

はとうとう 月世界へ 行った」 と 思った のです。 どうし 



て 私が そんな 奇異な こと を 思った か、 それ を 私 は 今 こ 

こで お話しようと 思って います。 それ は あるいは K 君 

の 死の 謎 を 解く 一 つの 鍵で あるか も 知れない と 思う か 

ら です。 

それ はいつ 頃だった か、 私が N へ 行って はじめての 

満月の 晚 です。 私 は 病気の 故で その 頃 夜が どうしても 

眠れない のでした。 その 晚も とうとう 寝床 を 起きて し 

まいまして、 幸い 月夜で も あり、 旅館 を 出て、 錯 落と 

した 松 樹の影 を 踏みながら 砂浜へ 出て 行きました。 引 

き あげられた 漁船 や、 地 引 網 を 捲く 轆轤な どが 白い 砂 

に鮮 かな 影 をお としてい る ほか、 浜に は 何の 人影 も あ 



りませんでした。 干潮で 荒い 浪が 月光に 砕けながら ど 

うどうと 打ち寄せて いました。 私 は 煙草 をつ けながら 

漁船のと もに 腰 を 下して 海 を 眺めて いました。 夜 はも 

うかな リ 更けて いました。 

しばらくして 私が 眼 を 砂浜の 方に 転じました とき、 

私 は 砂浜に 私 以外の もう 一人の 人 を 発見し ました。 そ 

れが K 君だった のです。 しかし その 時 は K 君と いう 人 

を 私 はま だ 知りませんでした。 その 晚、 それから、 は 

じめ て 私達 は 互いに 名乗り 合った のです から。 

私 は 折りお り その 人影 を 見返りました。 そのうちに 

私 はだん だん 奇異の 念 を 起こして ゆきました。 という 



の は、 その 人影 II K 君 II は 私と 三 四十 歩 も距っ 

ていたで しょうか、 海 を 見る というの でもな く、 全く 

私に 背 を 向けて、 砂浜 を 前に 進んだり、 後に 退いたり、 

と 思う と 立ち 留 つたり、 そんな ことば かりして いたの 

です。 私 は その 人が なに か 落し物で も 捜して いるの だ 

ろうかと 思いました。 首 は 砂の 上を視 凝めて いるら し 

く、 前に 傾いて いたので すから。 しかし それにして は 

跼 むこと もしない、 足で 砂 を 分けて 見る こと もしない。 

満月で ずいぶん 明るい のです けれど、 火 を 点けて 見る 

様子 もない。 

私 は 海 を 見て は 合間 合間に、 その 人影に 注意し 出し 



な貌に 変わって ゆきました。 

「なんでもな いんです」 

澄んだ 声でした。 そして 微笑が その 口の あたりに 

漾 いました。 

私と K 君と が 口 を 利いた の は、 こんな ふうな 奇異な 

事件が その はじまりでした。 そして 私達 は その 夜から 

親しい 間柄に なった のです。 

しばらくして 私達 は 再び 私の 腰かけて いた 漁船のと 

もへ 返りました。 そして、 

「ほんとう にいつ たい 何 をして いたんです」 

というよ うな ことから、 K 君 は ぼつぼつ そのこと を 



説き明かして くれました。 でも、 はじめの 間 はなに か 

躊躇して いたよう です けれど。 

K 君 は 自分の 影 を 見て いた、 と 申しました。 そして 

それ は 阿片の ごとき もの だ、 と 申しました。 

あなたに も それが 突飛でありましょう ように、 それ 

は 私に も 実に 突飛でした。 

夜光虫が 美しく 光る 海 を 前にして、 K 君 は その 不思 

議な われ を ぼちぼち 話して くれました。 

影 ほど 不思議な もの はない と K 君 は 言 いました。 君 

もやって みれば、 必ず 経験す るだろう。 影 を じ ー つと 

視 凝めて おる と、 そのな かに だんだん 生物の 相が あら 



われて 来る。 ほかで もない 自分自身の 姿な の だが。 そ 

れは 電燈の 光線の ような もので は 駄目 だ。 月の 光が 一 

番 いい。 何故と いう こと は 言わない が、 —— という わ 

け は、 自分 は 自分の 経験で そう 信じる ようにな つたの 

で、 あるいは 私自身に しかそう であるのに 過ぎない か 

もしれ ない。 また それが 客観的に 最上で あるに したと 

ころで、 どんな 根拠で そうな のか、 それ は 非常に 深遠 

な ことと 思います。 どうして 人間の 頭で そんな ことが 

わかる ものです か。 —— これが K 君の 口調で したね。 

何よりも K 君 は 自分の 感じに 頼り、 その 感じの 由って 

来たる 所 を 説明ので きない 神秘の なかに 置いて いまし 



いると、 そのうちに 自分の 姿が だんだん 見えて 来る の 

です。 そうです、 それ は 「気配」 の 域 を 越えて 「見え 

る もの」 の 領分へ 入って 来る のです。 —— こう K 君 は 

申しました。 そして、 

「先刻 あなた はシュ —ベルトの 『ドッペル ゲン ゲル』 

を 口笛で 吹いて はいなかったです か」 

「ええ。 吹いて いました よ」 

と 私 は 答えました。 やはり 聞こえて はいたの だ、 と 

私 は 思いました。 

「影と 『ドッペル ゲン ゲル』。 私 はこの 二つに、 月夜に 

なれば 憑かれ るんで すよ。 この 世の もので ない という 



ような、 そんな もの を 見た ときの 感じ。 —— その 感じ 

にな じんで いると、 現実の 世界が 全く 身に 合わな く 思 

われて 来る のです。 だから 昼間 は 阿片 喫煙者の ように 

倦怠です」 

と K 君 は 言いました。 

自分の 姿が 見えて 来る。 不思議 は それば かりで はな 

い。 だんだん 姿が あらわれて 来る に随 つて、 影の 自 

分 は 彼 自身の 人格 を 持ち はじめ、 それに つれて こちら 

はる 

の 自分 はだん だん 気持が 杳 かにな つて、 ある 瞬間から 

月へ 向かって、 ス ー ス ー ッと 昇って 行く。 それ は 気持 

で 何物と も 言えません が、 まあ 魂と でも 言う のでし よ 



う。 それが 月から 射し 下ろして 来る 光線 を 溯って、 

それ はなん とも 言えぬ 気持で、 昇天して ゆく のです。 

K 君 はこ こ を 話す とき、 その 瞳 はじつ と 私の 瞳に 魅 

リ 非常に 緊張した 様子でした。 そして そこで 何 か を 思 

いついた ように、 微笑で もって その 緊張 を 弛めました。 

「シ ラノが 月へ 行く 方法 を 並べ たてる ところが ありま 

すね。 これ は その 今一 つの 方法です よ。 でも、 ジュ ー 

ル • ラフォルグの 詩に あるよう に 

哀れなる かな、 イカ ルスが 幾人 も 来て は 落っこち 

る。 



私 も 何遍 やつ て もお つ こち るんで すよ」 

そう 言つ て K 君 は 笑いました。 

その 奇異な 初対面の 夜から、 私達 は 毎日 訪ね 合った 

リ、 一 緒に 散歩した りする ようになりました。 月が 欠 

ける に随 つて、 K 君 も あんな 夜更けに 海へ 出る こと 

はなくな りました。 

ある 朝、 私 は 日の出 を 見に 海辺に 立って いた ことが 

ありました。 そのと き K 君 も 早起きした のか、 同じく 

やって来ました。 そして、 ちょうど 太陽の 光の 反射の 

なかへ 漕ぎ 入った 船 を 見た とき、 



「あの 逆光線の 船 は 完全に 影絵じゃありません か」 

と 突然 私に 反問し ました。 K 君の 心で は、 その 船の 

実体が、 逆に 影絵の ように 見える のが、 影が 実体に 見 

える ことの 逆説的な 証明に なると 思った のでしょう。 

「熱心です ね」 

と 私が 言ったら、 K 君 は 笑って いました。 

まっこう 

K 君 はまた、 朝 海の 真 向から 昇る 太陽の 光で 作った 

の だとい う、 等身の シル ウエット を 幾 枚 か 持って いま 

した。 

そして こんな こと を 話しました。 

「 私が 高等学校 の 寄宿舎に いたと き、 よその 部屋で し 



たが、 一人 美少年が いまして ね、 それが 机に 向かって 

いる 姿 を 誰が 描いた のか、 部屋の 壁へ、 電燈で 写した 

シル ウエットで すね。 その上 を 墨で なすって 描いて あ 

るので す。 それが とても ヴ イヴ イツ ド でして ね、 私 は 

よく その 部屋へ 行った ものです」 

そんな ことまで 話す K 君でした。 聞きた だして はみ 

なかった のです が、 あるいは それが はじまり かもしれ 

ません ね。 

私が あなたのお 手紙で、 K 君の 溺死 を 読んだ とき、 

最も 先に 私の 心象に 浮かんだ の は、 あの 最初の 夜の、 

奇異な K 君の 後 姿でした。 そして 私 はすぐ、 



「K 君 は 月へ 登って しまったの だ」 

と 感じました。 そして K 君の 死体が 浜辺に 打ち あげ 

られ てあつた、 その 前日 は、 まちがい もな く 満月で は 

ありま せんか。 私 は ただ今 本 暦 を 開いて それ を 確かめ 

たのです。 

私が K 君と 一 緒に いました 一 と 月 ほどの 間、 その ほ 

かに これと 言つ て 自殺され る 原因になる ような もの を 

私 は 感じませんでした。 でも、 その 一 と 月 ほどの 間に 

私が やや 健康 を 取り戻し、 こちらへ 帰る 決心が できる 

ようにな つたのに 反し、 K 君の 病気 は徐々 に 進んで い 

たように 思われます。 K 君の 瞳 はだん だん 深く 澄んで 



来、 頰 はだん だんこけ、 あの 高い 鼻柱が 目に 立って 硬 

く 秀でて まい つたよう に 覚えて います。 

K 君 は、 影 は 阿片の ごとき もの だ、 と 言って いまし 

た。 もし 私の 直感が 正鵠 を 射抜いて いましたら、 影が 

K 君 を 奪った のです。 しかし 私 は その 直感 を 固執す る 

のでありません。 私自身に とっても その 直感 は 参考に 

しか 過ぎない のです。 ほんとうの 死因、 それ は 私に 

と つ て も 五里霧中であります。 

しかし 私 は その 直感 を 土台に して、 その 不幸な 満月 

の 夜の こと を 仮に 組み立てて みょうと 思います。 



その 夜の 月齢 は 十五 . 二であります。 月の出が 六 時 

三十 分。 十 一 時 四十 七 分が 月の 南中す る 時刻と 本 暦に 

は 記載され ています。 私 は K 君が 海へ 歩み 入った の は 

この 時刻の 前後で はない かと 思う のです。 私が はじめ 

て K 君の 後 姿 を、 あの 満月の 夜に 砂浜に 見出した の も 

ほぼ 南中の 時刻だった のです から。 そしてもう 一歩 想 

像 を 進めるならば、 月が 少し 西へ 傾き はじめた 頃と 思 

います。 もしそう とすれば K 君の いわゆる 一尺ない し 

二 尺の 影 は 北側と いつ て もや や 東に 偏した 方向に 落ち 

る わけで、 K 君 は その 影 を 追いながら 海岸線 を 斜に海 

へ 歩み 入った ことになります。 



K 君 は 病と 共に 精神が 鋭く 尖り、 その 夜 は 影が ほん 

とうに 「見える もの」 になった の だと 思われます。 肩 

くび め ま い 

が 現われ、 頸が 顕われ、 微かな 故 暈の ごとき もの を覚 

える と共に、 「気配」 のなかから ついに 頭が 見え はじめ、 

そして ある 瞬間が 過ぎて、 K 君の 魂 は 月光の 流れに 逆 

らいながら、 徐々 に 月の 方へ 登って ゆきます。 K 君の 

身体 はだん だん 意識の 支配 を 失い、 無意識な 歩み は 一 

歩一歩 海へ 近づいて 行く のです。 影の 方の 彼 はついに 

一 箇の 人格 を 持ちました。 K 君の 魂 はなお 高く 昇天し 

て ゆきます。 そして その 形骸 は 影の 彼に 導かれつつ、 

機械 人形の ように 海へ 歩み 入った のではないでしょう 



か。 次いで 干潮 時の 高い 浪が K 君 を 海中へ 仆 します。 

もし そのと き 形骸に 感覚が 蘇え つて くれば、 魂 は そ 

れ と共に 元へ 帰った のであります。 

哀れなる かな、 イカ ルスが 幾人 も 来て は 落っこち 

る。 

K 君 は それ を 墜落と 呼んで いました。 もし 今度 も墜 

落であった なら、 泳ぎので きる K 君です。 溺れる こと 

はな か つた はずです。 

K 君の 身体 は仆れ ると 共に 沖へ 運ばれました。 感覚 



はま だ 蘇え りません。 次の 浪が 浜辺へ 引き摺り あげ ま 

した。 感覚 はま だ 帰りません。 また 沖へ 引き去られ、 

また 浜辺へ 叩きつ けられました。 しかも 魂 は 月の 方へ 

昇天して ゆく のです。 

ついに 肉体 は 無感覚で 終わりました。 干潮 は 十 一 時 

五十六 分と 記載され ています。 その 時刻の 激浪に 形骸 

の 翻弄 を 委ねた まま、 K 君の 魂 は 月へ 月へ、 飛翔し 去つ 

たのであります。 
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